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議
員
定
数 

２
人
削
減
し
12
人
に
！

９月定例会

副
町
長 

全
会
一
致
で
否
決

　

平
成
22
年
９
月
定
例
会
は
、

９
月
８
日
に
開
会
し
、
20
日

間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
21
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」や
、

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
」
な
ど
、
20
議
案
と

１
意
見
書
、
１
同
意
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
副
町
長
の
同
意
議

案
は
、
全
会
一
致
で
否
決
し

ま
し
た
。

▼
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制
定

　

犯
罪
防
止
を
目
的
と
し
て
、

町
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
員
定
数
を
14
人
か
ら
12
人

に
削
減

　

議
員
定
数
を
２
人
削
減
し
、

▼
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

制
作
費　
　

１
３
３
万
２
千
円

　

町
の
活
性
化
と
Ｐ
Ｒ
を
目
的

に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

　
「
行
政
経
験
が
な
い
」「
町
に

無
縁
」「
町
の
こ
と
を
知
ら
な

い
」「
人
物
像
が
不
明
」
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
全
会
一
致
で

否
決
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

副
町
長
同
意
議
案

実りの秋　収穫の秋　食欲の秋

主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

歳入
77 億 635 万 2 千円

町税　48.4％
37 億 2803 万 1 千円

国庫支出金　16.8％
12 億 9206 万 6 千円

地方譲与税など　8.5％
6 億 5213 万 8 千円

町債 ( 借入金 )  6.2％
4 億 7650 万円

繰入金　5.6％
4 億 3372 万 1 千円

県支出金　5.3％
4 億 1154 万 6 千円

地方交付税　4.1％
3 億 1978 万 5 千円

繰越金　3.8％
2 億 9346 万円

諸収入　1.3％
9910 万 5 千円

民生費  27.2％
20 億 1027 万 5 千円

総務費　22.7％
16 億 7943 万 3 千円

教育費　14.8％
10 億 9636 万 4 千円

衛生費　14.3％
10 億 5895 万 2 千円

公債費 ( 借入金の返済 ) など
9.1％　6 億 7171 万 5 千円

土木費　4.9％
3 億 6407 万 1 千円

消防費　4.5％
3 億 3467 万 2 千円

議会費　1.2％
8966 万 3 千円

商工費　0.7％
5513 万 3 千円

農林水産業費　0.6％
4323 万 1 千円

歳出
74 億 350 万 9 千円

平
成
21
年
度　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
構
成
比

議
会
運
営
の
効
率
化
と
経
費
削

減
に
努
め
ま
す
。

　

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委

員
会
で
提
案
を
行
っ
た
も
の
で
、

次
回
選
挙
か
ら
適
用
し
ま
す
。

ー
を
制
作
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
町
民

の
方
々
か
ら
幅
広
く
公
募
し
、

決
定
し
ま
す
。

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室

と
厨

ち
ゅ
う

房ぼ
う

機
器
の
取
替
工
事

　
　
　
　

３
０
２
６
万
６
千
円

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
浴
槽

や
床
張
り
替
え
、
食
器
洗
浄
機

な
ど
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
取

替
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置

　
　
　
　
　

１
３
３
万
７
千
円

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
防
犯

を
目
的
と
し
て
、
外
壁
８
カ
所

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

平
成
21
年
度
決
算
状
況

会　　　　計 歳　　　入 歳　　　出
一　　般　　会　　計 77 億   635 万 1735 円 74 億   350 万 9242 円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 27 億 3339 万 4277 円 26 億 2225 万 6174 円
老人保健特別会計 1459 万 6356 円 1459 万 6356 円
土地取得特別会計 47 万 4689 円 47 万 4689 円
介護保険
特別会計

保険事業勘定 10 億 2964 万 8620 円 10 億   628 万    860 円
介護サービス事業勘定 6662 万 8536 円 5996 万 2828 円

公共下水道事業特別会計 3 億 9705 万 1456 円 3 億 9581 万 5121 円
後期高齢者医療特別会計 2 億 8897 万 4123 円 2 億 8683 万 6936 円

合　　　　計 122 億 3711 万 9792 円 117 億 8973 万 2206 円

（
千
円
未
満　

四
捨
五
入
）

（収穫したお米で、米粉パンを作ります）
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町
民
を
守
れ
る
か

　

町
外
在
住
で
、
緊
急

の
際
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
職
員
の
先
頭
に
立

て
る
の
か
。

　

津
島
市
在
住
だ
が
、

支
障
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

撤
回
し
て
は

　

町
長
の
答
弁
に
は
具

体
性
が
な
い
。

　

わ
ず
か
な
期
間
で
、
政
策
な

ど
し
っ
か
り
と
確
認
が
取
れ
て

な
い
方
を
選
任
さ
れ
る
こ
と

に
、
不
安
を
感
じ
る
。

　

撤
回
し
て
は
ど
う
か
。

　

候
補
者
は
、
海
部
郡

全
域
で
物
事
を
考
え
、
町
を
知

ら
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

本
町
に
必
要
な
人
材
で
、
撤

回
は
し
な
い
。

反
対
討
論
＝
髙
取
律
男
議
員

　

今
ま
で
は
、
町
内
在
住
者
、

あ
る
い
は
行
政
職
の
経
験
者
が

助
役
・
副
町
長
を
や
っ
て
き
た
。

　

候
補
者
は
、
行
政
経
験
が
全

く
な
く
、
こ
の
町
を
十
分
把
握

し
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
町
長
は
改
革
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

ど
う
い
う
改
革
と
い
う
答
弁
も

な
い
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
な
し

  

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

  

制
定

　

目
的
は

　

制
定
の
目
的
は
何
か
。

　

ま
た
、
制
定
後
は
ど
の
よ
う

に
運
用
し
て
い
く
の
か
。

　

民
間
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
町
職
員
を
中
心
に

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
で

町
内
を
巡
回
す
る
。

　

ど
う
す
る
防
犯
組
織

　

こ
の
条
例
は
、
制
定

後
の
行
動
計
画
が
重
要
で
あ

り
、
自
主
的
な
防
犯
組
織
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

防
犯
組
織
は
、
地
域

で
自
主
的
に
設
立
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
啓

発
に
努
め
る
。

　

条
例
に
具
体
性
を

　

自
転
車
盗
難
や
車
上

荒
ら
し
対
策
な
ど
、
本
町
に
合

っ
た
具
体
的
な
提
案
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　

今
回
の
条
例
は
基
本

的
な
も
の
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
具
体
的
な
施
策
は
、
順
次

進
め
る
。

　

平
成
22
年
度

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

制
作
の
目
的
は
何
か

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
制
作
の
目
的
は
何
か
。

　

ま
た
、デ
ザ
イ
ン
の
原
案
は
、

あ
る
の
か
。

　

町
の
活
性
化
と
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
だ
。

　

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
せ
る
な
ど
、
大
治
町
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
デ
ザ
イ
ン
は
町
民
か

ら
公
募
す
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
は

　

マ
ス
コ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き

で
決
定
す
る
の
か
。

　

町
民
か
ら
広
く
募
集

し
、
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、

決
定
す
る
。

　

な
ぜ
急
ぐ

　

今
か
ら
募
集
し
て
、

来
年
３
月
末
に
完
成
さ
せ
る
に

は
、
時
間
的
に
無
理
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

少
し
で
も
早
く
完
成

さ
せ
、町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

工
事
内
容
は

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
特
殊
浴
室
浴
槽
機
器
取
替
工

事
の
内
容
の
説
明
を
。

　

機
器
の
老
朽
化
に
よ

り
、
寝
浴
・
車
椅
子
浴
・
シ
ャ

ワ
ー
浴
・
個
別
浴
の
機
器
取
り

替
え
を
行
う
。

　

利
用
者
へ
の
配
慮
を

　

特
殊
浴
槽
の
取
替
工

事
を
す
る
間
、
利
用
者
へ
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

利
用
者
に
配
慮
し
、

工
事
は
年
末
年
始
の
休
業
中
を

考
え
て
い
る
。

　
  

平
成
21
年
度
一
般
会
計

　

  
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

改
善
の
決
意
は

　

平
成
21
年
度
の
一
般

会
計
決
算
は
、
経
常
収
支
比
率

が
90
・
３
％
と
大
変
厳
し
い
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

基
準
で
は
、
80
％
以
下
が
望

ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
改
善
し
て
い
く

決
意
は
あ
る
の
か
。

　

町
村
で
は
、
70
～
80

％
が
適
正
と
さ
れ
て
い
る
が
、

経
済
の
悪
化
な
ど
で
最
近
の
全

国
平
均
は
、
91
・
８
％
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
一
般
財
源
を
確
保

し
て
、
ま
た
事
務
事
業
を
精
査

す
る
な
ど
、
改
善
に
努
め
る
。

　

達
成
率
は

　

年
々
予
算
が
縮
減
さ

れ
、
地
元
か
ら
の
工
事
要
望
に

応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

地
区
総
代
か
ら
の
要
望
の
達

成
率
は
。

　

平
成
21
年
度
実
績

は
、
側
溝
新
設
は
５
％
、
側
溝

修
繕
は
20
％
、
舗
装
修
繕
は
９

％
、
溝み

ぞ

蓋ぶ
た

の
設
置
は
88
％
、
側

溝
清
掃
40
％
、
街
路
灯
設
置
は

79
％
、
道
路
反
射
鏡
の
設
置
は

68
％
、河
川
し
ゅ
ん
せ
つ
17
％
、

河
川
改
良
は
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

活
用
実
績
は

　

電
子
黒
板
は
、
大
き

な
予
算
を
使
っ
て
設
置
し
た

が
、
授
業
で
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

対
応
す
る
ソ
フ
ト
が

少
な
く
、
ま
だ
十
分
な
活
用
は

で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
、
研
修
を
深
め
、
授
業

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　

副
町
長  

同
意
議
案

　

町
長
よ
り
副
町
長
に
花
井
幸

二
（
津
島
市
在
住
）
氏
の
選
任

の
同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
物
に
不
安

　

候
補
者
の
人
物
像
が

わ
か
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
人

物
評
価
を
さ
れ
選
任
す
る
の
か
。

　

行
政
経
験
が
全
く
な
く
、
不

安
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　

行
政
経
験
は
な
い

が
、
政
策
・
企
画
に
優
れ
て
お

り
、
実
績
も
あ
る
。

　

改
革
を
行
っ
て
い
く
の
に
適

任
で
あ
り
、
何
も
問
題
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

政
策
協
定
は
あ
る
か

　

候
補
者
は
町
長
の
公

約
全
般
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で

理
解
・
納
得
し
て
い
る
の
か
。

　

先
の
選
挙
で
町
長
が
掲
げ
た

公
約
の
政
策
的
な
詰
め
は
し
た

の
か
。　

選
挙
公
約
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
で
話
を

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ま
だ
副
町
長
で
は

な
い
の
で
、
政
策
の
具
体
的
な

話
は
し
て
い
な
い
。

　

町
長
の
給
料
６
０
０
万
円
は
い
つ
か
ら

　

障
害
者
扶
助
料
の
公
平
性
を

　

投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
策
を

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

　

完
了
か

　

小
中
学
校
の
耐
震
工

事
は
、
今
回
の
中
学
校
の
工
事

で
完
了
し
た
の
か
。

　

今
回
の
耐
震
工
事

で
、
学
校
関
係
は
す
べ
て
終
了

し
た
。

　
　

二
級
河
川
の
指
定

　
　
　

及
び
指
定
の
変
更

　

大
丈
夫
か

　

新
た
な
排
水
機
場
の

完
成
に
よ
り
、
小
切
戸
川
サ
イ

ホ
ン
が
撤
去
さ
れ
る
が
、
水
害

対
策
は
大
丈
夫
か
。

　

福
田
川
沿
い
に
新
た

な
西
條
小
切
戸
川
排
水
機
場
が

完
成
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
十
分
排
水
さ
れ

る
の
で
、
将
来
的
に
サ
イ
ホ
ン

が
撤
去
さ
れ
て
も
心
配
は
な
い
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問 本

会
議
質
疑 

＆

　

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

答
弁

答
弁

青パト  いざ出動！

完成した  西條小切戸川排水機場

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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ずばり直言！　一般質問
９月議会の一般質問は、９月 13 日に行い、８人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

答
弁

　

町
長
選
挙
の
公
約

の
大
き
な
柱
に
、
財

政
の
見
直
し
を
う
た

い
、
町
長
の
給
料
を

年
額
６
０
０
万
円
に
す
る
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
就
任
し
て
３
カ
月
を
経
過
す
る

が
、
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

　

こ
の
こ
と
は
自
ら
掲
げ
た
公
約
な
の
で
、

町
民
と
の
約
束
を
守
る
気
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

給
料
の
削
減
は
、
議
員

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委

員
会
の
状
況
を
見
た
い
。

問　

金
持
ち
優
遇
の
10
％
減
税
な

　
　

ど
、
公
約
の
撤
回
を
。

答　

撤
回
し
な
い
。

　

町
長
の
給
料
６
０
０
万
円
は
い
つ
か
ら

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
、
高
齢

者
の
所
在
不
明
問
題

が
大
き
く
報
道
さ
れ

て
い
る
。

　

住
民
基
本
台
帳
に
は
記
載
が
あ
る
が
、
実

際
に
は
所
在
不
明
、
生
死
不
明
の
高
齢
者
が

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

本
町
で
は
調
査
は
し
た
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

町
内
の
県
道
名
古

屋
津
島
線
バ
イ
パ
ス

の
工
事
が
全
く
進
ん

で
い
な
い
状
況
と
見

受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

こ
の
道
路
の
完
成
は
、
地
域
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
県
道
名
古
屋
津
島
線
は
、

朝
夕
の
渋
滞
が
激
し
く
、
少
し
で
も
早
く
開

通
で
き
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
た
い
だ
き

た
い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

国
道
３
０
２
号
線
か
ら

旧
七
宝
町
役
場
の
西
側
の
道
路

ま
で
の
区
間
は
、
平
成
24
年
３

月
末
に
供
用
開
始
と
県
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

最
近
２
年
間
は
、
七
宝
町
側

中
心
に
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
本
町
側
の
今
年
度
の
工
事

は
、
既
に
発
注
さ
れ
て
い
る
。

　

一
日
で
も
早
く
開
通
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　

心
身
障
害
者
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業

が
廃
止
と
な
り
、
対

象
者
の
扶
助
料
が
月

額
５
０
０
円
加
算
と

な
っ
た
。
町
長
は
、
こ
の
廃
止
に
反
対
の
立

場
で
あ
っ
た
が
、事
業
を
復
活
さ
せ
る
の
か
。

　

現
在
の
障
害
者
扶
助
料
は
、
精
神
障
害
者

が
対
象
と
な
っ
て
な
い
。

　

福
祉
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、
精
神

障
害
者
に
扶
助
料
を
支
給
す
る
考
え
は
。

町
長　

確
か
に
議
員
時
代
に

廃
止
に
反
対
し
た
。

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

身
体
・
知
的
障
害
者
に
は
、
扶

助
料
が
支
給
さ
れ
、
精
神
障
害

者
は
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
平

性
を
欠
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
精
神
障

害
者
に
も
扶
助
料
の
支
給
を
開
始

す
る
よ
う
、現
在
調
整
中
で
あ
る
。

　

独
居
高
齢
者
は
、

民
生
委
員
が
訪
問
す

る
が
、
健
康
な
ど
生

活
に
不
安
が
あ
っ
て

も
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
町
か
ら「
老
人
の
孤
独
死
を
出
さ
な
い
」

と
い
う
目
標
を
持
ち
、
高
齢
者
宅
訪
問
の
あ

り
方
や
、
民
生
委
員
に
過
重
な
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
民
生
委
員
の
定
数
を
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
ゆ
う
あ
い
訪
問
」
と

連
携
し
て
、
民
生
委
員
の
負
担

を
軽
減
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
考
え
た
い
。

　

な
お
、
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
も
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

問　

町
税
の
未
納
が
多
額
で
、

　
　

減
税
よ
り
収
納
率
を
上
げ

　
　

る
努
力
が
先
決
で
は
。

　

答　

減
税
と
収
納
率
は
別
問
題
。

　
　
　

収
納
率
向
上
に
努
め
る
。

　

本
町
の
選
挙
の
投

票
率
は
、
い
つ
も
低

い
状
況
で
あ
る
。

　

先
の
参
議
院
選
挙

で
は
48
・
44
％
、
町
長
選
挙
で
も
43
・
56
％

と
非
常
に
低
か
っ
た
。

　

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
八
ツ
屋
地
区
に

投
票
所
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
設
置
場
所
の

見
直
し
を
行
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す

べ
き
で
な
い
か
。

町
長　

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向

け
、
広
報
誌
な
ど
で
啓
発
に
努

め
る
。

　

ま
た
、
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
な
ど
と
協
調
し
て
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。

総
務
課
長　

八
ツ
屋
地
区
に
投
票

所
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、

総
合
的
な
観
点
で
適
正
に
配
置
し

て
い
る
。

　

子
ど
も
の
虐
待
死

の
痛
ま
し
い
報
道
が

後
を
絶
た
な
い
。
虐

待
死
者
の
う
ち
、
４

歳
未
満
児
が
８
割
を

占
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
生
命
を
最
優
先
す
る
た
め
に
、

母
親
の
育
児
不
安
な
ど
に
対
し
、
家
庭
訪
問

付
き
の
相
談
事
業
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

ま
た
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、町
民
へ
の
周
知
は
。

町
長　

虐
待
の
通
報
が
役
場
に

あ
れ
ば
、
直
ち
に
児
童
相
談
所

に
連
絡
し
、
学
校
・
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
。

　

養
育
支
援
訪
問
事
業
は
、
来

年
度
実
施
に
向
け
、
現
在
、
調

整
中
で
あ
る
。

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
役
場
窓
口
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
置
い
て
い
る
。

　

バ
イ
パ
ス
開
通
を
早
急
に

　

高
齢
者
の
住
民
基
本
台
帳
記
載
は
万
全
か

　

高
齢
者
宅
訪
問
の
見
直
し
を

　

障
害
者
扶
助
料
の
公
平
性
を

　

投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
策
を

　

児
童
虐
待
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
対
応
強
化
へ

  支給を調整中

  啓発に努める

  サービス向上を考える

  状況を見る

  実施に向け調整中

  平成 24 年３月末供用開始予定

後藤田麻美子議員

小寺　悟議員下方繁孝議員

村上昌生議員 豊田さか江議員

浅里周平議員

町
長　

新
聞
報
道
の
翌
日
に
、

１
０
０
歳
以
上
９
人
を
対
象

に
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
95
歳
か
ら

99
歳
ま
で
、
全
員
の
確
認
を
と
っ

た
。

　

今
後
は
、
地
域
で
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　

選
挙
公
約
の
名
古

屋
市
と
の
合
併
に
つ

い
て
住
民
か
ら
よ
く

聞
か
れ
る
。

　

６
月
議
会
で
の
答
弁
の
「
交
流
会
・
協
議

会
の
設
置
」
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

基
本
的
な
部
分
と
し
て
、
い
つ
ま
で
に
合

併
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

な
ぜ
、
合
併
先
に
名
古
屋
市
を
選
ん
だ
の

か
。
名
古
屋
市
に
合
併
し
な
け
れ
ば
解
決
で

き
な
い
行
政
課
題
は
何
か
。

　

名
古
屋
市
と
の
合
併
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

町
長　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
制

作
し
、
名
古
屋
市
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
を
深

め
て
い
く
。

　

合
併
は
で
き
る
だ
け
早
く
と

思
っ
て
い
る
が
、
相
手
が
あ
る
こ

と
で
、
何
年
先
と
は
言
え
な
い
。

　

隣
り
で
あ
る
名
古
屋
市
を
選
ん

だ
が
、
行
政
課
題
は
特
に
な
い
。

問　

総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

答　

な
か
な
か
難
し
い
。

横井良隆議員 小島　昇議員

  実施した

  交流を深める

バイパス線  工事進行中



おおはる議会だより（4）

　

精
力
的
に
改
革

　

会
議
の
開
催
自
体
も
そ
の
一
つ
で
す
。
閉
会
中
も
委
員
会
を
何

度
と
な
く
開
く
な
ど
、
今
ま
で
に
な
く
精
力
的
に
議
会
の
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
か
ら
一
般
質
問
は
一
問
一
答
方
式
を
導
入
し
、
質

問
席
を
設
け
ま
し
た
。

　

一
問
一
答
方
式
は
、
質
問
が
明
確
に
な
る
た
め
、
傍
聴
者
に
も

分
か
り
や
す
い
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
席
の
設
置
は
、
今
ま
で
は
町
長
を
「
横
目
に
見
て
」

発
言
し
て
い
た
の
で
す
が
、
対
面
し
て
の
発
言
と
な
り
、
大
変
や

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
定
数
を

２
人
削
減
し
、
次
回
の
選

挙
か
ら
12
人
と
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

議
員
報
酬
は
全
体
で
14
％

削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
議
員
倫
理
条

例
の
制
定
や
、
議
決
項
目

の
追
加
な
ど
で
論
議
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

▼
猛
暑
の
夏
が
去
り
、
一
挙
に

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
は
重
そ

う
に
頭
を
た
れ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
21
年
度
決
算
の
審
査

は
、
す
べ
て
〝 

是 

〟
で
終
え

ま
し
た
が
、
果
た
し
て
実
り
が

多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

▼
新
し
い
副
町
長
の
提
案
に
は
、

全
議
員
が
〝 

否 

〟
と
し
ま
し
た
。

▼
〝 

顔 

〟
も
〝 

素
性 

〟
も

分
か
ら
な
い
人
物
の
提
案
に
は

大
い
に
戸
惑
い
を
覚
え
ま
し
た
。

▼
議
会
の
改
革
で
は
、
次
の
選

挙
か
ら
定
数
を
12
人
に
削
減
し

ま
し
た
。

▼
よ
り
活
動
を
強
め
る
た
め
、

議
会
報
告
会
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

▼
兎
に
も
角
に
も
議
会
は
大
き

く
変
わ
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
頑
張

り
ま
す
。

も
気
持
ち
が
い
い
」
と
い
う
声

を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
の

が
、
私
と
し
て
も
一
番
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。

　

遊
び
に
く
る
子
ど
も
も
増
え

ま
し
た
が
、
い
た
ず
ら
も
増
え

ま
し
た
よ
。
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け

て
看
板
を
は
が
し
た
り
、
フ
ェ

ン
ス
に
よ
じ
登
っ
た
り
す
る
子

が
い
る
の
で
、
時
々
注
意
す
る

ん
で
す
。
最
近
は
よ
そ
の
子
ど

も
を
し
か
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
し
た
か
ら
、「
怖
い
お
じ
い

さ
ん
」
と
思
わ
れ
て
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
「
き
れ
い
な
公
園
で
、
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
遊
ん
で
ほ
し

い
」、
そ
ん
な
純
粋
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

最
近
、
抜
い
た
草
が
、
隅
に

か
た
め
て
あ
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。
き
っ
と
、
誰
か
抜
い

て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
久
代
さ

ん
の
思
い
が
人
に
伝
わ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
当
時
は
、
ど
ん
な

状
況
だ
っ
た
の
で
す
か

　

一
面
草
ま
る
け
で
、

と
て
も
公
園
と
は
思
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
、
周
り
の
フ
ェ

ン
ス
沿
い
は
ス
ギ
ナ
が

ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
深

さ
50
㌢
ほ
ど
、
２
回

土
を
掘
り
起
こ
し
ま
し

た
。
ス
ギ
ナ
は
根
を
残

す
と
、
ま
た
芽
が
出
て
き
ま
す

か
ら
ね
。
苦
労
し
ま
し
た
よ
。

―
―
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
、

来
ら
れ
る
の
で
す
か

　

家
が
公
園
の
目
の
前
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
毎
日
来
て

い
ま
す
。
公
園
の
外
回
り
、
用

水
沿
い
、
お
宮
の
境
内
も
掃
除

し
て
い
ま
す
。や
り
か
け
た
ら
、

き
り
が
な
い
ん
で
す
。

―
―
公
園
を
訪
れ
る
方
々
の
反

応
は
い
か
が
で
す
か

　
「
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し

い
」「
子
ど
も
を
連
れ
て
き
て

　

長
牧
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
、

い
つ
も
草
取
り
を
し
、
き
れ
い

に
し
て
く
れ
て
い
る
久く

代し
ろ

克か
つ

己み

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。

―
―
い
つ
頃
か
ら
、
ど
ん
な
き

っ
か
け
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す

か
　

永
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
も
う
８

年
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
は
草
が
生
い
茂
り
、
い

つ
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
勤
め
て
い

る
間
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

退
職
を
機
会

に
、「
お
世
話

に
な
っ
た
地
元

に
何
か
お
返
し

を
し
た
い
」「
公

園
を
き
れ
い
に

し
た
い
」
と
い

う
思
い
で
始
め

ま
し
た
。

12
月
定
例
会
日
程
（
案
）

８
日
（
水
）
開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明
・

　
　
　
　
　

質
疑
な
ど

13
日
（
月
）
一
般
質
問

14
日
（
火
）
総
務
教
育

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

15
日
（
水
）
福
祉
建
設

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

22
日
（
水
）
採
決
な
ど

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す

暫
時
休
憩

議　決　結　果　一　覧 賛成 反対 議決
結果

９　

月　

定　

例　

会

安全なまちづくり条例の制定 １２ ０ 可決
督促手数料の廃止に関する関係条例の整備に関する条例の制定 １２ ０ 可決
消防団員等公務災害補償条例の一部改正 １２ ０ 可決
平成２２年度  一般会計補正予算（第３号） １０ ２ 可決
平成２２年度  国民健康保険特別会計補正予算（第１号） １２ ０ 可決
平成２２年度  老人保健特別会計補正予算（第１号） １２ ０ 可決
平成２２年度  介護保険特別会計補正予算（第１号） １２ ０ 可決
平成２２年度  公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） １２ ０ 可決
平成２２年度  後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） １２ ０ 可決
平成２１年度  一般会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  土地取得特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
平成２１年度  後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 １２ ０ 認定
二級河川の指定及び指定の変更 １２ ０ 可決
平成２１年度  公立尾陽病院組合病院事業会計決算の認定 １２ ０ 認定
副町長の選任の同意（花井幸二氏） ０ １２ 不同意
教育委員の任命の同意（安井孝子氏） １２ ０ 同意
議会会議規則の一部改正 １２ ０ 可決
国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 １２ ０ 可決
議会議員の定数を定める条例の一部改正 １２ ０ 可決

草取りに汗を流す久代さん

　９月定例会において、下記の意見書を全会一致で可決し、国の関係機関
に提出しました。
■国の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）
①父母負担の公私格差を是正するための就学支援金を一層拡充すること。
②国庫補助制度を堅持し、私立高校以下の国庫補助金と、それに伴う地方
　交付税交付金を拡充すること。
③私立高校以下の経常費補助の一層の拡充を図ること。

意  見  書

教育委員

まちかど

インタビュー

№21

議
会
報
告
会
を
開
く

　

全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
（
以
下
、

改
革
委
員
会
）
で
は
、議
会
報
告
会
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
議
会
だ
よ
り
で
は
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り

議
会
の
様
子
な
ど
、
十
分
に
お
知
ら
せ
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
改
革
委
員
会
で
は
議
会
や
委
員
会
の
活
動
状
況
を
、

地
域
に
出
向
い
て
報
告
や
説
明
を
し
、
議
会
で
決
定
し
た
こ
と
の

説
明
責
任
を
果
た
す
な
ど
の
観
点
で
、
議
会
報
告
会
の
開
催
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

生な
ま

の
声
の
議
会
だ
よ
り

安井孝子氏（新任）

　

中
野
正
己
委
員

の
任
期
満
了
に
伴

い
、
安
井
孝
子
氏

の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
22

年
12
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

人
事
案
件


